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グループ員紹介 

1) グループリーダー： 中島水産(株)   中島 健一郎 

   サ ブ リーダー： (株)林水産    林 建志 

 

2) 参加企業：合計20社 

 ① 参加漁業組合員： 6漁協 

               安芸津、安浦、阿賀、音戸、倉橋島、内能美 

       ② その他漁業関連・ものづくり企業、デザイナー他 
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平成27年度活動内容 

計  画 実  施 

1. グループ会議 
平成27年4月〜28年3月まで、原則隔月1
回、実績5回開催。 

2.講演会「牡蠣ノロウイルス対策」  9/30、広大／島本先生講演。 

3.牡蠣ノロウイルス対策研究継続  未実施。 

4.かき打ち教材DVD作製  
海外技能実習生向け。10分間のビジュア
ル教材を作成し、会員・漁協等へ配布。 

5.生産現場視察  未実施。 

6.その他  

①講演会「カキの保存について」 

②「エアリフターを用いた底層海水の汲み
上げによる植物プランクトンの増殖システ
ムの開発」  
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1. グループ会議 

 
• 趣旨：会員の相互理解と連携強化及びグループ事 

     業の円滑な推進を図り、話題提供、各社情報 

     交換、技術課題抽出とその解決。隔月開催。 

 

• 実績：平成27年4月17日（於：ビューポート呉） 

7月17日（強風のため、急遽中止） 

9月30日（於：潮家） 

10月 5 日（於：やながわ水産。エアリフター引き上げ＋
検討会） 

平成28年1月22日（於：潮家） 

3月25日（於：潮家） 
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2. 講演会「牡蠣ノロウイルス対策」 

 
日時：平成27年9月30日(水)18:00〜19:30 

場所：潮家呉本通り店（カキ生産グループメンバー） 

講師：広島大学大学院/生物圏科学研究科/教授/島本 整 先生 

要旨： 

 

 

 

 

 

 

 
 

・ 今回効かなかった柿渋とは別のノロウイルス除去物質を発見し、研究中。 
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3. 牡蠣ノロウイルス対策研究継続 

 

 

未実施 

 

 

広島大学/島本 整 先生にノロウイルス対策の研究継続をして

いただく予定であったが、先生は別種ノロウイルス除去天然物

質を発見された後、その基礎研究を進めていらっしゃるが、当グ

ループから生牡蠣を提供する牡蠣浄化共同研究には至ってい

ない。 
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4. かき打ち教材DVD作製 

• 「かき打ち」はもはや日本人の仕事ではなく、どのカキ養殖業

者も主にアジアからの外国人技能実習生に頼っているのが

現状である。技能実習生が一人前になるには2ヶ月程度か

かるが、3年で帰国するので教育指導が絶えない。言葉の壁

は教育期間を長引かせ、実習生及び受入会社のお互いの

ストレスを高める。 言葉の説明がなくとも、見れば分かるビジ

ュアル教材があれば早くスキルアップでき、双方の利益につ

ながる。 

• また、広島の「かき打ち」は伝統的に独特の道具を使う方法

であり、文化的に貴重な技術である。 
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4. かき打ち教材DVD作製（つづき） 
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 複数水産会社の協力で撮影した「かき打
ち作業」のビデオ記録を編集し、「かき打ち
図解」、「スロー映像」及び「実速映像」の3
段階の内容を10分間で見せるDVDを制作。 

 カキ生産グループメンバー全員、呉市・
江田島市及び東広島市の漁協並びに県漁
連に配布し、好評を得た。中国新聞に掲載。 
 KIT-21のホームページや、YouTubeでもダ
イジェスト版を閲覧可能。  



5. 生産現場視察 

未実施 

 

 

株式会社日本かきセンターの作業現場への視察を検討してい

たが、各社多忙につき実施できなかった。 
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1) 講演会「カキの保存について」 

日時：平成28年1月22日(金)18:00〜19:30 

場所：場所：潮家呉本通り店（カキ生産グループメンバー） 

講師：①広島大学大学院/生物圏科学研究科/教授/羽倉 義雄 先生 

②県立総合技術研究所/水産海洋技術センター/岡崎 尚 センター長 

要旨：①むきガキは塩分濃度4％程度の氷で急速冷凍すると鮮度長持ち。 

②「カキ独特のニオイ」は、貝柱の切り口等の傷の腐敗臭。新鮮なカキはニオ
イがしない。 

 

2)平成27年度 産学連携スタート補助金「エアリフターを用いた底層海水の汲
み上げによる植物プランクトンの増殖システムの開発」実施 

共同研究：県立総合技術研究所/水産海洋技術センター、(有)大賀技研、マル
サ・やながわ水産(有) 

研究成果：江田島湾内でエアリフターを用いて底層海水を海面浮揚槽に汲み
上げたところ、4日目で植物性プランクトンの大幅な増殖が見られた。  
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6. その他 



(1) グループ会議 

     1) 原則として奇数月の第一金曜日  18時～19時 

     2) 会員の相互理解・連携強化・Gr.事業の円滑な推進を図る。 

     3) 話題提供、各社情報交換、技術課題抽出とその解決検討。 

  

(2) 具体的検討予定項目 

1) 講演会（未定 現在検討中） 

2) 生産現場視察（未定 現在検討中） 

3) その他： 生産性、安全性、衛生、品質管理等の向上検討 
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平成28年度の検討実施予定項目 



 

 

おわり 
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